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第
二
十
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

青
森
大
会
を

迎
え
て
の
回
想

船
口
　
暉
子

（論?
ｳ
婦
人
連
盟
）

　
今
年
第
二
十
回
と
い
う
記
念
す
べ
き
全
日
本
仏
教
徒
会
議
が

み
ち
の
く
の
さ
い
は
て
青
森
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
顧
み
て
二
昔
前
、
紀
州
の
霊
山
高
野
の
道
場
で
第
一
回
が
開

か
れ
て
以
来
、
と
こ
ろ
を
か
え
、
宗
派
を
超
え
て
、
世
界
に
比

類
の
な
い
無
上
の
宗
教
、
釈
尊
の
み
教
え
の
も
と
、
美
し
い
和

合
の
衆
会
は
つ
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
二
回
が
北
陸
の
大
本
山
永
平
寺
で
開
催
さ
れ
た
時
、
全
国

各
地
各
宗
よ
り
選
ば
れ
た
仏
教
婦
人
代
表
七
十
二
人
が
こ
の
世

紀
の
大
会
に
馳
せ
参
じ
ま
し
た
。

　
第
四
婦
人
部
会
に
お
い
て
、

　
「
仏
教
の
興
隆
は
家
庭
か
ら
」

　
「
平
和
の
叫
び
は
仏
教
婦
人
の
団
結
に
よ
っ
て
」

等
討
議
の
結
果
、
意
気
高
ら
か
に
仏
婦
結
成
を
誓
い
、
こ
こ
に

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
は
名
も
知
ら
ぬ
、
宗
派
も
知
ら
ぬ
初
顔

合
せ
の
仏
教
婦
人
が
、
た
だ
仏
教
を
信
仰
す
る
者
と
の
安
ら
ぎ

だ
け
で
、
十
年
余
知
己
の
様
に
信
じ
合
い
固
く
手
を
と
り
合
っ

て
う
ぶ
声
を
あ
げ
、
一
人
一
人
の
統
合
と
、
協
力
を
目
指
し
て

歩
み
の
第
一
歩
を
踏
み
し
め
た
の
で
し
た
。
　
（
昭
和
二
十
九
年

十
月
六
日
）

　
も
ち
ろ
ん
全
員
の
総
意
で
全
日
本
仏
教
会
へ
の
加
盟
を
誓
い

合
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
年
十
二
月
三
日
、
第
三
回
世
界
仏
教
徒
会
議
が
ビ
ル
マ

に
開
か
れ
る
に
際
し
、
全
仏
当
局
か
ら
は
婦
人
代
表
参
加
の
呼
．

び
か
け
を
受
け
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
。

　
山
本
ス
ギ
理
事
長
は
「
仏
教
伝
来
以
来
、
光
明
皇
后
の
は
た

ら
き
を
は
じ
め
仏
教
婦
人
の
社
会
に
貢
献
し
た
事
跡
は
数
か
ぎ

り
な
い
け
れ
ど
も
、
十
余
人
も
の
婦
人
が
日
本
仏
教
徒
の
代
表

と
し
て
海
外
に
使
い
す
る
こ
と
は
有
史
以
来
の
壮
挙
で
あ
り
、

ま
こ
と
に
意
義
深
く
か
つ
責
任
の
重
さ
を
感
じ
、
全
力
を
尽
し

た
い
」
と
延
べ
十
二
人
の
代
表
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

－
現
在
に
及
ん
で
海
外
旅
行
は
誰
に
も
出
来
る
茶
飯
事
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
頃
、
し
か
も
戦
後
の
混
迷
も
ま
だ
消
え
や
ら

ぬ
さ
な
か
、
飛
行
機
チ
ャ
ー
タ
ー
で
仏
教
徒
が
大
挙
し
て
の
海

外
派
遣
の
行
事
は
世
間
の
眼
を
み
は
ら
せ
る
に
充
分
な
も
の
で

し
た
。

　
余
談
は
さ
て
お
き
、
国
内
仏
教
徒
会
議
の
つ
づ
き
に
も
ど
り

ま
し
ょ
う
。

　
第
三
回
身
延
山
、
第
四
回
比
叡
山
、
第
五
回
東
大
寺
、
第
六

回
浅
草
寺
、
第
七
回
知
恩
院
、
こ
の
頃
か
ら
寺
院
で
な
く
地
方

仏
教
会
主
催
と
な
り
、
第
八
回
石
川
県
、
第
九
回
神
奈
川
県
、

第
十
回
大
阪
、
第
十
一
回
九
州
、
第
十
二
回
静
岡
県
、
第
十
三

回
長
野
県
、
第
十
四
回
愛
知
県
、
第
十
五
回
岐
阜
県
、
第
十
六

回
岡
山
県
、
第
十
七
回
千
葉
県
、
第
十
八
回
新
潟
県
、
第
十
九

回
四
国
、
そ
し
て
今
年
を
迎
え
た
青
森
大
会
と
い
う
わ
け
で
す

　
過
ぎ
こ
し
二
十
回
、
金
仏
で
は
、
仏
婦
の
特
性
が
認
め
ら

れ
、
あ
る
時
は
期
を
同
U
ゆ
う
し
て
同
地
に
大
会
を
許
さ
れ
、

時
に
は
前
夜
祭
の
形
で
仏
婦
大
会
に
は
全
日
仏
幹
部
諸
大
徳
方

多
数
の
御
臨
席
を
頂
き
、
穂
々
御
配
慮
頂
い
た
こ
と
も
二
度
、

三
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
金
沢
、
神
奈
川
、
静
岡
、
長

野
等
そ
の
主
な
も
の
で
し
た
。
会
場
入
口
の
ア
ー
チ
等
も
全

仏
、
仏
婦
と
同
様
の
も
の
が
左
右
に
飾
ら
れ
、
前
夜
祭
が
す
め

ば
直
ち
に
翌
朝
は
全
仏
の
看
板
に
差
し
換
え
ら
れ
る
と
い
う
仕

組
も
あ
り
、
そ
の
他
そ
の
所
に
従
っ
て
、
そ
の
様
式
は
種
々
あ

り
ま
し
た
が
、
ま
こ
と
に
感
激
深
い
も
の
で
O
ぎ
い
ま
し
た
。

　
第
十
八
回
新
潟
大
会
で
は
長
岡
全
仏
、
高
田
仏
婦
と
地
域
は

離
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
全
仏
の
御
理
解
と
現
地
の
熱
意
で
非

常
に
盛
会
を
極
め
さ
せ
て
頂
き
、
今
想
い
出
し
て
も
感
謝
に
絶

え
ま
せ
ん
。

　
四
国
に
は
仏
婦
の
組
織
が
全
然
な
く
、
大
会
参
加
も
非
常
に

少
な
く
て
葱
塊
に
堪
え
な
い
次
第
で
し
た
。

　
今
年
最
初
の
企
画
で
は
、
青
森
大
会
に
合
流
さ
せ
て
頂
く
希

望
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
分
ま
だ
同
地
に
仏
婦
が
未
組
織
の
た

め
、
色
々
の
無
理
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
婦
人
部
会
と
し
て

出
来
る
だ
け
多
数
の
参
加
を
予
足
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
の
持
ち
方
は
と
に
角
と
し
て
、
以
上
の
よ
う
に
全
仏
々
婦

は
過
去
の
歴
失
に
鑑
み
、
夫
唱
婦
随
の
美
徳
を
培
い
な
が
ら
機

会
を
得
て
、
婦
人
の
立
場
で
仏
法
興
隆
の
た
め
、
微
力
な
が
ら

総
力
を
尽
し
た
い
念
願
で
あ
る
こ
と
を
誓
っ
て
こ
の
拙
い
筆
を

掴
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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星
谷
理
事
長
急
逝

　
去
る
八
月
十
九
日
午
前
六
時
、
本
会
理
事
長

の
星
谷
慶
縁
師
（
真
宗
大
谷
派
）
は
心
筋
こ
う

そ
く
の
た
め
突
然
死
去
さ
れ
た
。
六
十
八
歳
。

師
は
十
八
日
夜
、
京
都
市
高
倉
の
宗
務
総
長
宅

で
倒
れ
、
市
内
東
山
区
七
条
通
大
和
大
路
の
大

和
病
院
へ
入
院
さ
れ
て
い
た
。
密
葬
は
二
十
二

日
、
富
山
県
黒
部
市
石
田
の
自
坊
西
照
寺
で
営

ま
れ
た
。
な
お
、
九
月
二
日
に
京
都
市
東
山
の

大
谷
本
廟
に
て
宗
門
葬
が
営
ま
れ
る
予
定
。

　
師
は
、
昭
和
四
年
大
谷
大
学
社
会
学
科
を
卒

業
後
、
九
州
大
学
法
文
学
科
に
学
び
、
卒
業
後

昭
和
十
八
年
大
谷
．
派
交
書
部
長
を
皮
切
り
に
宗

内
の
要
職
を
歴
任
嘱
昨
年
六
月
宗
務
総
長
に
就

任
さ
れ
、
同
十
二
月
よ
り
全
仏
理
事
長
も
兼
任

さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
た
。

　
な
お
、
本
会
理
事
長
代
行
と
し
て
伊
藤
哲
雄

東
京
本
願
寺
輪
番
・
常
務
理
事
が
そ
の
任
に
あ

．
た
る
。
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＝
葦
三
一
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嚥

　　

ｯ
谷
慶
縁
師
の
急
逝
を
悼
む

脚
　
　
　
齢
誤
爆
講
々
嚴
佐
藤
・
泰
舜
・
・
…

…
　
，
私
が
星
谷
師
と
お
会
い
し
た
の
は
、
今
年
　
に
つ
い
て
強
力
に
す
ず
め
て
こ
ら
れ
た
の
で
　
…

二
月
覆
の
永
平
寺
別
院
長
谷
寺
で
お
目
に
あ
り
ま
す
・
　
．
　
．
「
・
幽
…

…か
洛
ｮ
釜
繁
た
た
遠
江
郊
鉾
難
黎
灘
…

㎜
め
・
そ
の
就
任
要
請
の
た
め
に
大
谷
派
宗
務
こ
と
に
措
み
て
も
な
お
余
り
あ
る
も
の
が
あ
…

［礫…と
し
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
・
師
は
非
常
に
　
近
に
ひ
か
え
ふ
．
さ
ら
に
全
篇
の
発
展
興
隆
を
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
の
三
三
羅
失
○
○
年
・
立
酪
…

…
み
り
ま
す
『
　
　
　
　
　
、

…
そ
の
後
程
理
事
長
は
内
部
的
に
は
宗
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
七
五
〇
年
の
慶
讃
法
要
を
半
年
後
に
ひ
か
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
て
・
決
断
奏
行
を
も
ぞ
進
ま
れ
た
師
…

…
の
寄
合
世
帯
で
あ
る
む
ず
か
し
い
問
題
を
着

…
々
解
決
さ
れ
る
と
と
も
に
、
対
外
的
に
は
、
　
を
失
わ
れ
た
こ
ど
は
大
谷
派
に
と
っ
て
も
一
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
損
失
で
あ
ろ
う
と
お
察
し
し
ま
す
・
　
…

…
事
務
局
に
命
じ
、
あ
る
い
は
理
事
会
を
適
い

一篇

ｪ
譲
譲
経
線
猟
献
雛
難
蟻
誕
…
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≡
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米
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
代
表
団
来
日

去
る
七
月
十
九
日
ア
メ
リ
カ
か
ら
カ
ソ
リ
ッ

ク
代
表
2
1
名
が
来
日
し
た
。

　
こ
の
カ
ソ
リ
・
ッ
ク
代
表
団
は
、
各
宗
教
老
と

宗
教
事
情
に
関
す
る
悶
三
等
の
懇
談
を
か
ね
て

世
界
各
地
を
嘆
ず
れ
て
い
る
。

　
日
本
滞
在
日
数
も
わ
ず
か
四
日
間
と
忙
が
し

い
日
程
で
あ
っ
た
が
馬
．
八
月
二
十
一
日
浅
草
住

友
銀
行
会
議
室
で
催
し
た
・
「
日
本
仏
教
に
つ
い

て
」
と
「
神
道
に
つ
い
て
」
の
懇
談
会
に
は
メ

モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
ゆ

　
講
師
に
は
、
東
大
教
授
宮
本
正
尊
博
士
、
国

学
院
大
学
教
授
小
野
祖
教
博
士
、
中
山
理
々
師

を
お
招
き
し
た
。

三
次
市
に
水
害

被
災
の
五
力
量
に
復
興
資
金

　
去
る
七
月
十
一
～
十
二
日
の
洪
水
で
被
害
を

受
け
た
三
次
市
の
寺
々
は
今
、
復
興
を
急
い
で

い
る
。
今
度
の
水
害
は
昭
和
二
十
七
年
以
来
と

の
ご
と
で
、
ま
た
こ
れ
ほ
ど
の
被
害
は
八
十
年

ぶ
り
だ
と
い
う
人
も
あ
る
。
三
次
市
は
三
次
地

区
と
十
日
市
地
区
と
に
分
け
ら
れ
、
特
に
被
害

の
大
き
か
っ
た
の
は
十
日
市
地
区
で
、
こ
こ
の

西
覚
寺
（
西
）
、
法
正
寺
（
西
）
、
覚
善
寺

（
西
）
．
、
妙
音
寺
（
日
蓮
）
等
の
浩
々
は
ひ
ど

い
と
こ
ろ
で
水
深
ニ
メ
ー
ト
ル
、
本
堂
の
内
陣

ま
で
水
が
き
た
と
い
う
。
洪
水
に
な
る
こ
と
な

ど
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
三
次
地
区

で
も
書
伝
寺
（
西
）
、
専
法
寺
（
西
）
等
の
融

々
は
床
上
ま
で
水
が
き
て
い
る
。
ま
た
、
日
下

3
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画
譜
楽
寺
（
西
）
、
廻
神
町
心
眼
寺
（
日
蓮
）

も
被
害
が
大
き
く
、
特
に
妙
眼
寺
は
裏
山
と
山

門
が
地
す
べ
り
で
く
ず
れ
、
住
職
と
寺
巡
は
今

も
他
所
に
避
難
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
こ
の

水
害
に
対
し
て
浄
土
真
宗
本
顯
寺
派
で
は
、
特

に
被
害
の
大
き
か
っ
た
五
力
量
に
対
し
て
合
計

百
五
十
万
円
の
復
興
資
金
を
貸
し
出
す
と
の
こ

と
で
あ
る
。

増
上
寺
大
本
堂
上
棟
式

　
　
開
宗
八
百
年
前
に
偉
容
を
再
現

　
さ
る
八
月
三
日
、
浄
土
宗
大
本
山
芝
増
上
寺

の
新
本
堂
上
棟
式
が
盛
大
に
と
り
行
な
わ
れ

た
。
大
門
先
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
よ
り

木
遣
り
を
先
頭
に
、
楽
師
式
衆
の
行
列
が
大
殿

前
に
到
着
、
古
式
に
の
っ
と
っ
て
大
野
法
道
法

主
門
下
を
大
導
師
に
五
導
師
に
よ
り
行
儀
が
進

め
ら
れ
、
工
匠
諸
役
に
よ
る
上
棟
曳
綱
之
儀
、

散
餅
散
銭
等
華
や
か
な
う
ち
に
も
荘
厳
裡
に
挙

行
さ
れ
た
。

　
戦
災
に
よ
り
二
十
七
年
間
、
仮
本
堂
で
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
増
上
寺
も
再
来
年
の
開
宗
八

百
年
を
前
に
そ
の
偉
容
を
再
現
す
る
こ
と
に
な

る
。
　
明
年
末
完
成
の
あ
か
つ
き
に
は
、
間
口
二
十

六
間
、
奥
行
二
十
八
間
、
棟
高
二
十
間
と
隣
の

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
よ
り
も
高
く
、
二
階
本

堂
は
噌
千
名
を
収
容
し
、
一
階
寺
務
所
客
室
、

三
階
に
は
修
養
道
場
を
、
そ
の
他
地
下
一
階
に

は
大
ホ
ー
ル
、
T
V
ス
タ
ジ
オ
、
地
下
二
階
に

は
霊
廟
宿
謀
施
設
も
完
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。　
当
日
は
稲
岡
宗
務
総
長
は
じ
め
宗
関
係
、
壇

信
徒
等
数
開
静
、
来
賓
と
し
て
総
持
寺
岩
本
貫

首
、
築
地
本
願
寺
、
野
仏
よ
り
麻
布
事
務
総
長

ら
が
出
席
し
て
い
た
。

全
仏
機
構
改
正
案
起
草
委
員
会

　
全
仏
機
構
改
正
案
起
草
委
員
会
は
、
去
る
八

月
十
日
、
伊
藤
勝
淳
・
真
渓
義
貫
・
藤
田
説
量

郡
司
博
道
の
各
委
員
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
慎

重
な
る
討
議
の
結
果
、
第
二
次
案
が
提
示
さ
れ

た
。
第
二
次
案
の
全
交
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
全
仏
機
構
改
正
案
起
草
委
員
会
は
、
さ
き
に

答
串
さ
れ
た
「
全
書
」
の
機
構
刷
新
に
関
す
る

答
高
書
を
充
分
検
討
し
、
緊
急
に
具
現
す
べ
き

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
項
を
第
一
次
案
と
し
て

提
示
し
て
答
申
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当

局
も
諸
般
の
事
情
を
勘
案
し
つ
つ
、
で
き
る
限

り
実
現
す
る
旨
を
言
明
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
答
申
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣

旨
は
充
分
尊
重
し
つ
つ
も
、
当
局
と
し
て
は
種

々
の
事
情
で
早
急
に
実
現
で
き
な
い
点
も
あ
る

の
で
、
更
に
、
本
起
草
委
員
会
は
こ
の
点
を
考

慮
に
入
れ
、
漸
進
的
刷
新
を
図
る
べ
く
第
一
次

案
を
再
度
検
討
し
、
実
現
可
能
な
最
小
限
の
範

囲
内
に
し
ぼ
り
、
こ
れ
を
完
全
実
施
す
る
よ
う

こ
こ
に
第
二
次
案
を
提
示
す
る
。

e
会
長
・
副
会
長
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
形
式

　
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
広
く
人
材
を
推
戴

　
で
き
る
よ
う
考
慮
す
る
こ
と
。

⇔
理
事
は
、
同
一
宗
派
、
都
道
府
県
仏
、
団
体

　
か
ら
負
担
金
の
多
寡
に
応
じ
、
単
に
機
械
的

　
に
選
出
す
る
こ
と
を
避
け
、
真
に
学
徳
と
い

　
う
独
立
機
関
の
最
高
人
事
で
あ
る
こ
と
を
考

　
慮
し
、
適
材
の
選
出
に
努
め
る
こ
と
。

⇔
常
務
理
事
は
中
心
的
機
関
で
あ
る
の
に
鑑
み

　
多
忙
な
宗
務
総
長
を
直
ち
に
常
務
と
す
る
が

　
如
き
こ
と
を
避
け
、
選
出
団
体
が
全
権
を
委

　
任
し
た
大
使
的
人
材
を
選
任
し
、
全
仏
の
機

　
能
発
揮
を
期
す
る
こ
と
。

㈱
宗
務
総
長
会
議
、
都
道
府
県
仏
会
長
会
議
を

　
寄
附
行
為
に
規
定
す
る
こ
と
。

㈲
①
従
来
の
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
地
方
仏

　
教
徒
組
織
の
拡
充
強
化
な
ら
び
に
仏
教
徒
意

　
識
昂
揚
の
た
め
の
一
種
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
！

　
シ
ヨ
ン
で
あ
り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
性
格

を
持
っ
て
い
る
た
め
、
仏
教
界
が
当
面
す
る

重
要
問
題
の
討
議
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

　
従
っ
て
、
全
備
当
局
が
諮
問
事
項
を
提
出
し

　
て
会
衆
の
声
を
聞
く
に
止
め
る
仏
教
徒
大
会

　
と
す
る
こ
と
。

　
②
仏
教
界
の
当
面
す
る
重
要
問
題
に
つ
い
て

　
は
、
加
盟
団
体
代
表
、
学
識
経
験
者
（
当
局

．
が
委
嘱
）
等
に
よ
る
小
数
精
鋭
主
義
の
「
全

　
日
本
仏
教
徒
代
表
者
会
議
」
を
設
置
し
、
権

　
威
あ
る
協
議
機
関
と
す
る
こ
と
。

㈹
事
務
総
局
は
隠
蟹
を
と
り
、
総
務
局
（
庶
務

　
部
・
財
務
部
）
、
組
織
局
（
組
織
部
・
弘
報

　
部
）
、
文
化
局
（
文
化
部
、
国
際
部
）
の
三

　
局
と
す
る
。
な
お
、
事
務
総
長
、
事
務
次
長

　
及
び
各
局
長
は
常
務
理
事
の
中
か
ら
こ
れ
を

選
任
す
る
。

㈹
専
門
委
員
は
、
従
来
の
部
門
別
と
す
る
も
、

　
そ
れ
ぞ
れ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
委
嘱
し
、
充
分

　
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
。

㈹
役
員
、
職
員
は
任
期
を
一
年
に
す
る
こ
と
。

　
但
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

㈹
仏
教
の
社
会
的
発
言
を
行
う
た
め
の
ア
ピ
ー

　
ル
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
。

㈹
す
べ
て
の
加
盟
団
体
に
懸
仏
担
当
者
を
設
置

　
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
。

一
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中
山
妙
宗
法
華
経
寺

日
蓮
と
和
解
成
立

全　　　仏
第：3種郵便物認可

　
前
よ
り
合
同
復
帰
の
叫
ば
れ
て
い
た
日
蓮
宗

と
中
山
妙
宗
法
華
経
寺
の
間
で
八
月
七
日
和
解

が
成
立
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
三
月
、
中
山
妙

宗
が
日
蓮
宗
よ
り
離
脱
、
新
宗
団
を
創
建
し
て

以
来
、
両
宗
の
間
で
訴
訟
問
題
等
色
々
の
復
帰

合
同
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
た
び

二
十
六
年
ぶ
り
に
和
解
を
み
る
に
い
た
っ
た
。

日
蓮
宗
と
中
山
妙
宗
は
八
月
八
日
、
次
の
共
同

声
明
を
発
表
し
た
。

　
日
蓮
宗
と
中
山
妙
締
の
合
同
は
、
多
年
両
者

の
念
願
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
実
現
を
見
ず
、
就

中
、
正
中
山
法
華
経
寺
の
帰
属
を
続
ぐ
る
問
題
，

は
二
十
余
年
の
長
期
に
亘
る
法
廷
論
争
と
も
な

り
、
門
下
は
等
し
く
憂
慮
し
、
一
日
も
速
く
円

満
解
決
せ
ん
こ
と
を
待
望
し
て
今
日
に
及
ん
だ

の
で
あ
っ
た
が
、
時
恰
か
も
宗
祖
降
誕
七
百
五

十
年
と
い
う
嘉
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の

機
を
逸
し
て
円
満
解
決
の
時
な
し
、
と
い
う
熱

情
沸
然
と
し
て
相
互
間
に
湧
き
起
り
、
各
関
係

代
表
者
の
会
談
及
び
両
宗
派
そ
れ
ぞ
れ
の
議
決

機
関
の
決
議
を
経
て
、
遂
に
本
月
五
日
東
京
高

裁
の
法
廷
に
お
い
て
石
田
裁
判
長
の
勧
告
並
に

双
方
代
理
人
の
協
力
に
依
り
和
解
成
立
し
、
中

山
妙
宗
は
正
中
山
法
華
経
寺
と
共
に
日
蓮
宗
に

合
同
す
る
と
い
う
決
定
を
見
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。

　
思
え
ば
交
応
元
年
、
宗
祖
が
下
総
中
山
の
富

木
邸
に
足
跡
を
印
さ
れ
て
か
ら
七
百
十
余
年
、

連
綿
と
し
て
引
継
が
れ
て
き
た
正
中
山
法
華
経

寺
は
、
今
正
し
く
和
合
教
団
の
往
昔
に
還
っ
た

の
で
あ
る
。

　
同
量
が
、
関
東
に
お
け
る
大
本
山
と
し
て
正

法
宣
布
の
一
大
拠
点
で
あ
り
、
修
法
の
根
本
道

場
で
あ
り
、
宗
祖
が
魂
醜
を
注
が
せ
給
う
た
観

心
本
尊
妙
等
多
数
の
ご
真
蹟
を
蔵
す
る
聖
教
殿

の
聖
跡
で
あ
る
こ
と
は
万
人
の
知
る
と
こ
ろ
、

そ
の
尊
厳
な
る
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
重
藤
の

問
題
は
少
な
く
と
も
法
廷
論
争
の
場
を
超
え
、

須
ら
く
垂
下
を
体
し
て
解
決
に
あ
た
る
べ
き
も

の
、
す
な
わ
ち
二
者
は
実
に
一
者
で
あ
り
、
一

体
と
な
る
こ
と
こ
そ
ご
聖
意
な
り
と
合
意
し
、

法
律
的
措
置
の
一
切
は
和
解
調
書
に
基
づ
い
て

行
な
わ
れ
る
こ
と
と
し
、
我
々
は
先
づ
合
同
体

制
の
上
に
起
っ
て
、
こ
の
結
果
を
宗
祖
並
び
に

先
師
に
報
告
し
、
深
く
漸
棄
し
て
冥
助
を
仰
ぎ

千
載
一
遇
の
年
に
こ
の
解
決
を
得
た
る
こ
と
を

以
っ
て
、
せ
も
て
も
の
報
恩
に
擬
せ
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
錦
繍
の
佳
日
を
選
び
春
山
並
び

に
中
山
に
お
い
て
右
奉
告
報
告
報
恩
法
要
を
厳

修
す
る
が
、
長
い
間
本
件
に
関
し
む
配
慮
を
頂

い
た
諸
賢
に
対
し
、
こ
の
決
定
を
報
告
し
、
深

く
謝
意
を
表
し
度
く
敢
え
て
こ
の
声
明
を
行
な

っ
た
次
第
で
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
八
月
七
日

　
　
　
日
蓮
宗
宗
務
総
長
　
渡
部
　
公
允

中
山
正
宗
宗
務
長
　
武
井
日
進

中
山
三
法
類
代
表
　
望
月
　
桓
匡

青
森
大
会
準
備
進
む

大
会
幹
事
決
ま
る

　
全
日
本
仏
教
徒
会
議
青
森
大
会
も
そ
の
準
備

に
後
一
月
置
残
す
の
み
と
な
り
関
係
者
は
あ
わ

た
だ
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。
記
念
事
業
で

あ
る
墨
跡
展
の
方
も
各
大
徳
よ
り
の
染
筆
が
順

調
に
集
ま
り
担
当
者
も
着
々
と
準
備
を
進
め
て

い
る
。
な
お
、
墨
跡
展
の
会
場
は
青
森
市
内
亀

長
デ
パ
ー
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
檀
信
徒
部
会
に

つ
い
て
は
そ
の
基
調
講
演
に
全
仏
副
会
長
金
子

日
威
狼
下
（
日
蓮
宗
管
長
）
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
決
ま
っ
た
。

　
大
会
幹
事
も
次
の
通
り
に
決
定
し
た
。

大
会
幹
事
長

　
副
幹
事
長

　
　
〃

第
一
部
会

　
部
会
長

　
副
部
会
長

　
助
言
老

第
二
部
会

　
部
会
長

　
副
部
会
長

　
　
助
言
者

第
三
部
会

鈴
木
敏
範

岡
野
貴
美
子

真
渓
義
貫

熊
野
竜
夫

新
美
孝
道
、
佐
々
木
順
二

板
橋
箸
成
、
真
渓
義
貫

竹
中
修
一

慶
野
聡
郎
、
野
村
光
三
、
米
谷

順
（
未
定
）

　
部
会
長
　
　
山
本
ス
ギ

　
副
部
会
長
　
白
川
良
純
、

　
助
言
者
　
　
摩
尼
清
之

議
事
運
営
委
員

委
員
長

第
一
部
会

　
　
主
査

　
　
委
員

第
二
部
会

　
　
主
査

　
　
委
員

第
三
部
会

　
　
主
査

　
　
委
員

新
川
日
見

山
崎
い
ま

伊
東
堅
純

井
上
日
宏
、
塩
入
亮
達

椎
谷
健

石
上
慈
敬
、
門
屋
大
寿

船
口
暉
子

岩
本
英
樹
、
島
田
喜
久
子

議
案
審
査
委
員
会

委
員
長
　
　
板
橋
宥
成

副
〃
　
　
神
野
真
一

　
委
　
員
　
　
熊
野
竜
夫
、
白
川
良
純

宣
言
決
議
文
起
草
委
員
会

　
委
員
長
　
　
清
水
谷
孝
尚

副
〃
　
　
郡
司
博
道

　
委
　
員
　
　
金
岡
秀
友
、
久
保
埜
太
清

　
　
　
　
　
塩
入
亮
達
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イ
ン
ド
・
ン
ナ
の
平
和
と
正
義
の

た
め
の
宗
教
者
世
界
集
会

・一

獅
髞
ｪ
月
十
日
、
「
イ
ン
ド
シ
ナ
の
平
和
と

正
義
の
た
め
の
宗
教
者
世
界
集
会
」
に
出
席
し

．
た
仏
教
代
表
の
歓
迎
会
が
三
笠
会
館
に
於
て
五

時
開
催
さ
れ
た
。
．

．
ベ
ト
ナ
ム
続
一
仏
教
会
々
長
　
テ
ッ
ク
・
テ
・

．
ド
師
、
ス
リ
ラ
ン
カ
共
和
国
仏
教
会
々
長
、
ス

ー
マ
ナ
・
テ
ッ
サ
師
を
代
表
と
す
る
十
一
名
の

代
表
団
は
、
、
七
月
三
十
日
よ
り
八
月
一
日
ま
で

の
三
日
間
、
東
京
、
山
手
教
会
で
開
催
さ
れ
た

宗
教
者
世
界
集
会
に
参
加
致
し
た
の
ち
、
各
宗

本
山
参
拝
を
終
え
八
月
二
十
二
日
帰
国
さ
れ
，

た
。

昭和47年9月1日・

二二二十　　十七〃三
十十十八　　日日　日

全
仏
八
月

行
事
日
・
程

二
仏
機
構
改
正
案
起
草
委
員
会

増
上
寺
本
堂
上
棟
式

ベ
ト
ナ
ム
仏
教
関
係
者
歓
迎
会

全
仏
機
構
改
正
案
起
草
委
員
会

各
国
仏
教
代
表
団
来
所

局
内
会
議

十
八
日
税
制
特
別
委
、
交
化
庁
宗
務
課
と
懇
談

二
十
一
日
　
局
内
会
議

二
十
四
日
　
文
化
会
議
打
合

＝回

D
）
仏
婆
化
会
議

　
そ
の
掴
に
は
美
七
い
緑
が
あ
る
ゆ

　
ま
ば
ゆ
い
太
陽
の
光
が
あ
る
。

　
こ
の
国
の
人
た
ち
は
、
昨
日
も
今
日
も
昔
と

　
か
わ
ら
な
い
生
括
を
七
で
い
る
。
「

　
山
の
木
を
伐
り
、
田
畑
を
耕
し
、
握
ら
れ
た

　
ノ
ミ
に
よ
っ
て
素
晴
し
い
木
彫
が
創
ら
れ
て

　
ゆ
く
。

　
い
っ
こ
で
も
聞
か
れ
る
祈
り
こ
と
ば
、

　
こ
れ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
あ
ろ
う
。

　
今
回
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
会
と
の
交
流
、

交
歓
を
機
縁
と
し
て
視
察
す
る
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル

遺
跡
は
、
イ
ン
ド
の
ア
ジ
ャ
ン
タ
ヤ
エ
ロ
ー
ラ

多i置炉rラ：」《∬匹が贈るインド・ボロブドールの旅

ボロブドール遺跡見学φ方

主催：（財）全『U本綴教会
昭和48年2月26日～3月8日

参加費用　280，㎜円「

各国合同成道会インド仏跡参拝団

主催：（財）国際仏教興隆埣会
　昭和47年11月29日～i2月16日

　参加費用　345，000円

ローンのご使用が出来ます。資料ご請求に下記宛へ

　指定取扱旅行会社

国際旅行業協会会員
運輸大臣登録一般154実

り鰍会社当石阿」Frラペ」匹

東京都港区南青山5丁目6番20号（千成ビル）

電話407－3612（代）・400－5100郵便番号107
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全　　　　　仏
第3種郵便物認可

　　　　　　　ボロブドール遺跡視察団募集

日数 月日（曜） 時間 発着都市名 交通機関 摘　　　　　　要：

日本航空711便でインドネシアの

1
2月26日 09：50

東　京　発 J：L／711 首都ジャカルタへ（香港・シンガ

|ール経由）
（月）

18：15 ジャカルタ着 着後特別バスでホテルへ
（ゴヤカルタ泊）

インドネシア仏教会訪問その後ジ

2
2月27日 ジャカルタ滞在

ヤカルタ市内及び郊外観光博物館

ｶ化センター、ボゴール植物園、
（火）・ 港町のタンジユン　プリオク見学

など　　　　　（ジャカルタ泊）

ガルーダ航空983便で地上の楽園

3
2月28日

10：10 ジャカルタ発 GA／983 といわれるバリ島へ
?纉ﾁ別バスでホテルへ

（水）

11：55 デンパサール着 レゴンダンス観賞
（バリ島泊）

終日バリ島周遊。キンタマニ山、
タムバクシリング等を経てインド

3月1日 デンパサール ネシア料理の中食後美しい風景を
4

（木） 滞在 観賞しながらホテルへ帰還。

夜ケチヤツクダンス観賞。
（バリ島泊）

この島特有の絵圃、木彫り、はた

3月2日
デンパサール 織りなど民芸の鑑賞と海浜の自由

5
（金） 滞在 休憩に1日を楽しむ。

（バリ島泊）

3月3日
13：40 デンパサール発 GA／643

インドネシア航空643便で中部ジ
ャ盾ﾌ古都ジョクジャカルタへ。

6
（土）

14：40 ジヨクジヤカ
@　　ルタ着

ホテル着後自由散策。

@　　　　（ジョクジャカルタ泊）

世界の芸術文化史上最も貴重な遺

3月4日
ジヨクジヤカ 蹟ボロブドールとプランバナンヒ．

7
（日） ルタ滞在 ンズー寺院を終日見学。

（ジョクジャカルタ泊）

午前中バティックの工場を訪問、

8
3月5日

14：30 ジヨクジヤカ
@　　ルタ発

GA／441 その製作工程を見学。
ﾟ後、インドネシア航空441便で

（月）

15：30 インドネシアの首府ジャカルタへ
ジャカルタ着 （ジャカルタ泊）

5

3月6日
09：45 ジャカルタ発 GA／980

インドネシア航空980便でシンガ
|・一ルへ。

9
（火）

U：45 シンガポール着
午後シンガポールの市内見学。

@　　　　　　（シンガポール泊）

”

3月7日
シンガポール

特別バスでジヨホールへ水道へ。

?Hはジヨホール名物のカニ料理
10

（水） 滞在 で午後シンガポール仏教会訪問
（シンガポール泊）

3月8日
11：15 シンガポール発 JL／712 　　　　　　　一坙{航空712便でシンガポール発

11
（木）

20：45 東　　京　　着
帰国（香港経由）

日ユ月　年7る和昭

或
は
、
ク
メ
ー
ル
の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡

と
共
に
世
界
的
に
有
名
な
仏
教
遺
跡
で
あ
り
↓

釈
尊
の
み
教
を
信
ず
る
古
の
仏
教
捷
の
偉
大
な

る
信
仰
遺
産
で
あ
る
と
共
に
、
全
世
界
人
類
の

至
宝
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
遺
跡
は
ジ
ャ
ワ

中
部
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
街
か
ら
マ
ゲ
ラ

ン
に
通
じ
る
道
を
3
0
㎞
進
み
、
ム
ン
チ
ラ
ン
の

街
を
過
ぎ
る
と
ほ
ど
な
く
目
的
の
ポ
ロ
ブ
ド
ー

ル
へ
通
じ
る
道
が
西
に
曲
っ
て
分
れ
、
更
に
、

そ
こ
か
ら
9
㎞
あ
ま
り
ゆ
く
と
椰
子
林
の
中
に

ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
約

一
〇
〇
〇
痒
前
、
大
乗
仏
教
を
信
奉
し
て
い
嘘

当
賭
の
シ
ギ
そ
レ
ン
ド
ラ
王
朝
に
よ
っ
て
、
こ

れ
が
建
設
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
切

9
6
げ
二
二
ξ
」
と
い
う
言
葉
は
、
合
成
語
で
「
丘

の
上
の
僧
房
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
遺
跡
も
、
熱
帯
の
厳
し

い
自
然
の
も
と
で
一
千
年
を
経
過
し
て
、
今
日

で
は
風
化
が
激
し
く
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
お

り
ま
す
。
か
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
、
或
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
よ
り
修
理
の
手
が
さ
し
の

べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
行
き

詰
り
、
、
一
九
六
七
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は

ユ
ネ
ス
コ
に
全
面
的
に
保
全
と
修
理
の
援
助
を

要
請
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
そ
の
要
請
に
こ

た
え
た
ユ
ネ
ス
コ
、
現
在
我
が
国
に
も
技
術
的

ま
た
資
金
的
に
も
援
助
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
の
仏
教
界
で
も
、
多
く
の
方
々
が
関
心

を
持
た
れ
て
お
り
、
　
「
適
当
な
企
画
が
あ
れ
ば

…
…
…
」
と
の
声
も
あ
り
、
今
回
、
当
全
日
本

仏
教
会
と
し
て
左
記
日
程
に
よ
り
視
察
団
を
特

に
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
万
の
御
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
申
し
込
み
締
切
十
二
月
二
十
日

：
申
し
込
み
書
御
希
望
の
方
は
全
仏
国
際
局
迄

　
お
串
越
し
に
な
れ
ば
用
紙
野
送
り
致
し
ま
す

　
　
（
総
額
二
十
八
万
円
）

一　7・一



全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和47年9月1日

＝

秘
蔵
・
韓
国
々
宝
を
初
め
て
全
巻
刊
行
！

　
　
　
世
界
各
国
よ
り
度
々
出
版
を
試
み
許
可
さ
れ

　
　
　
な
か
っ
た
韓
国
海
印
寺
秘
蔵
の
高
麗
大
蔵
経

　
　
　
の
経
板
、
八
万
余
枚
の
影
印
製
本
を
可
能
と

　
　
　
し
た
仏
教
学
界
の
至
宝
で
す
。

寺
宝
に
／
学
究
の
座
右
に
／
寺
院
の
寄
贈
に
…

　
■
七
百
余
年
を
経
た
古
典

　
■
超
宗
派
の
原
典

　
■
世
界
唯
一
の
経
板
に
よ
る

　
■
全
四
十
五
巻
・
完
壁
な
集
録

　
■
写
影
で
あ
る
か
ら
一
字
一
旬
誤
り
が
な
い

　　（造本・体裁）

縦37cm　厚さ7cm
横27cm　重さ7kg
平均1，150ページ

（ご要望に応じ、カタログをご送付致します）

アジア文化事業株式会社
　二束：京都新宿区西新宿8－3－31／TEL（03）371－Q125～6

昭
和
四
十
七
年
九
月
一
日
発
行

八

発
行
人
　
麻
　
布
照
　
海
　
　
　
編
集
人
　
岩
　
脇
　
宏
　
信

発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会
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